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2010 年第 23 回国際霊長類学会プレコングレス New 
material of macaque monkeys from the Early Pleistocene 
Queque Cave site, Chongzuo, Guangxi, China. ZHANG 











研究所の CT スキャナを用いて撮像した. 体サイズが同
格の地上性, 樹上性のオナガザル族霊長類を用いた. 地
上性ではサバンナモンキー, パタスモンキー計 6 体, 樹
上性ではダイアナモンキー, アカオザル, ショウハナジ
ログエノン, タラポワン計 8 体を用いた. PRI 所蔵の
CTscanner により撮影された液浸標本頭部の連続断層画




に写像した. 空間内での, 2 群のバラつきの違いを検定









































和歌山県で捕獲されたニホンザル (Macaca fuscata) 
とタイワンザル (M. cyclopis) の交雑個体を用いて, 尾
長を強く反映する仙尾部骨格形態の探索, および, それ
らを用いた定量的尾長推定法の確立を行った. 結果, 仙
尾部に設けた 20 の項目のうち, 最終仙椎における 3 つ
の計測値 (最終仙椎横突起長, 仙骨尾側関節面矢状径, 
下関節突起間幅) が最もよく尾長を反映することが判
明した. また, これらの計測値を用いて重回帰分析を行
い, 定量的尾長推定モデルを複数得た. これに, 他のマ









また, 本研究の結果について, 第 80 回アメリカ形質
人類学会にて, 発表を行った. 
Tojima S, Yano W, Nakatsukasa M. 2011. Tail length 
estimation in macaques from sacro-caudal skeletal 










糞便 29 検体を採取した. 直接鏡検では, 16 検体（55％）
からサル固有の非病原アメーバ E. chattoni と思われる 1
核のアメーバシストが検出されたが, 4 核や 8 核のアメ
ーバシストは検出されなかった. そこで, 糞便検体につ
いて集シストを試みた後, DNA を抽出した. そして,赤
痢アメーバ, E. dispar  E. nuttalli, E. chattoni, 大腸アメ
ーバ（E. coli）にそれぞれ特異的なプライマーを用い, 
PCR 法による腸管寄生アメーバの検出同定を行った. 
その結果, E. chattoni は 26 検体（90％）から検出された. 
しかし, その他の 4 種類のアメーバは全く検出されなか
った. また, 糞便培養により増殖した栄養型虫体につい
て, 検査キットを用いて赤痢アメーバ抗原の検出を試
みたが, すべて陰性であった. 
以上の結果から, 金華山のニホンザルに感染してい
る腸管寄生アメーバはE. chattoniのみであると考えられ
た. これまでに実施した国内の他地域に分布するニホ
ンザルの調査でもE. chattoni感染は高率に認められたが, 
他種のアメーバも同時に検出されることが多く, 金華
山のニホンザルは腸管アメーバに関して異なる寄生虫
